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	１　当事者の概要
	⑴　申立人組合は、平成22年４月25日に結成されたいわゆる合同労組であり、本件申立時の組合員数は332名である。
	⑴ 　平成20年９月、Ｘ１は、会社にパート講師として採用され、24年１月に組合に加入した。26年２月には労働協約が締結され、法人営業部に配属された。Ｘ１は26年11月から27年10月まで約40回の組合らのストライキに参加し、同人の派遣先の企業は、会社に対し、レッスンが当初の予定どおり開催されない状況にあるとして、担当講師の変更を求めた。
	会社は27年１月、Ｘ１をそれまで担当していた企業の業務から外し、以後、同人への業務依頼が減少した。
	組合らは27年10月13日、当委員会（以下「都労委」ということがある。）に不当労働行為救済申立て（都労委平成27年不第94号事件。以下「前件」という。）を行い、令和元年９月25日、当委員会は、会社がＸ１に対する業務の依頼回数を減らしたことは不利益取扱い及び支配介入に該当するとして文書交付を命じる一部救済命令を交付した（以下「前件命令」という。）。
	会社は、９月30日、前件命令に従って組合らに文書（以下「本件文書」という。）を交付したが、２年１月10日、組合らは、会社に対し、団体交渉を申し入れ、前件命令に基づきＸ１への業務依頼回数を元に戻すことなどを要求し、会社は、２月４日の団体交渉において、同日付けの回答書（以下「本件回答書」という。）を提示して、会社とＸ１は現在雇用契約関係がないこと、平成29年９月12日に会社が同人へ雇用契約書④を送付したが戻ってきていないため、同年から雇用契約書が交わされていないことなどを回答し、Ｘ１への業務依頼を行っ...
	⑵ 　さらに、同年７月15日、会社の人事総務課長Ｙ１は、Ｘ１へ送信したメール（以下「本件Ｙ１メール」という。）において、今後の雇用契約の締結について言及した際、「労働委員会の提訴取り下げも同時にお願いいたします」と記載した。
	⑶ 　平成27年２月、Ｘ２は、会社に講師として採用され、令和２年３月11日に組合支部の執行委員長に就任した。同年４月２日、スクール第１営業部のＡＳＤ（Administrative Sales Director）であるＹ２は、社内のグループウェアを使用し、特定の従業員やグループを指定して送受信が可能なメッセージ機能（以下「社内メール」という。）を用いてカウンセラーに対し、Ｘ２への対応に注意を促すメッセージを送信した。内容は、同人が組合活動を行っていることを踏まえ、慎重な対応を求めるものであった。
	⑷ 　２年８月５日、同営業部のＡＭ（Area Manager）であるＹ３がカウンセラーＺ１に対し、「Ｘ２にありえないくらいのプレッシャーかけちゃってください」との文面を含む社内メールを送信した。
	本件は、以下①から⑤までの点が争われた事案である。
	① 　会社が、元年９月30日に本件文書を交付した後、２年２月４日に、本件回答書により、Ｘ１との間に雇用契約関係がないと組合らに回答し、Ｘ１に対し業務の依頼を行わなかったことは、正当な組合活動を行ったことを理由とする不利益取扱い及び組合らの運営に対する支配介入に当たるか否か（争点１）。
	② 　２年７月15日、Ｙ１がＸ１に対し本件Ｙ１メールを送信したことは、正当な組合活動を行ったことを理由とする不利益取扱い、組合らの運営に対する支配介入及び不当労働行為救済申立てをしたことを理由とする不利益取扱いに当たるか否か（争点２）。
	③ 　４月２日、Ｙ２がカウンセラーに対し、本件Ｙ２メールを送信したことは、組合らの運営に対する支配介入に当たるか否か（争点３）。
	④ 　８月５日、Ｙ３がＺ１に対し、本件Ｙ３メールを送信したことは、組合らの運営に対する支配介入に当たるか否か（争点４）
	⑤ 　会社がＸ３に対し本件確認書を交付したことは、組合員であること又は正当な組合活動を行ったことを理由とする不利益取扱い及び組合らの運営に対する支配介入に当たるか否か（争点５）。
	３　主文の要旨　＜一部救済＞
	４　判断の要旨
	⑴ 争点１について
	その後、会社は令和元年９月に契約更新の意思を示す文書をＸ１に送付したとするが、契約書は取り交わされていない。
	⑵ 　争点２について
	５　命令書交付の経過


